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みすずの会
恵利 いつ 議員

　行政は一方的な情報提供で
はなく、住民の疑問や不安に
答え、理解を得る努力を先に
やるべき。住民主体のまちづ
くりに鑑み住民への説明責任
を果たせていない状況で、建
設費予算の計上は到底認めら
れるものではない。

賛成みすずの会
江田 五六 議員

　超高齢・人口減少社会の到
来により、公共施設の維持が
難しく全国的に問題。交流館
の維持費は、若い世代にも負
担してもらうことが前提の計
画である。一方、若い世代か
ら不要の声が届く、納得でき
る十分な説明が必要。
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みすずの会
江田 五六 議員

　前回の付帯決議では住民に
十分説明をするということで
賛成した。しかし、その内容
はメリットだけの偏った説明
であり、建設費は増額の方向
で進められてきた。今回は同
じように危惧をいだいたので
付帯決議には反対。

反対 みすずの会
阿部 功志 議員

　「村民に説明を」の請願は
認めず、一方で「村民への理
解促進を図る」では整合性が
ない。それを「考え方の相違
だ」と言うのでは討論の否定、
議会の否定になる。請願を認
め、住民への説明を保証する
のが議会のあり方。
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新政とうかい
寺門 定範 議員

　病児・病後児保育施設の開
設等安心して子どもを産み、
育てやすい環境を実現するた
めの事業、商工業の発展や農
業の振興事業など、計画され
た事業の現況と課題を踏ま
え、目標の実現に向けた適切
な計画であり賛成する。

公明党　
植木 伸寿 議員

　村長の掲げた「子育て支援」
や「教育環境の充実」などに
加え、新たな「総合計画策定」
と「まち・ひと・しごと創生
総合戦略」も改訂し、人口減
少に立ち向かい将来に向け、
活力ある方向性を示すとして
いることに賛成。

新政とうかい
武部 愼一 議員

　一般会計予算は全体として
次世代を育む予算である。特
に産業分野の活性化や教育分
野の基本となる多くの支援事
業が展開され評価できる。な
お、交流館建設は村民が理解
し参画し得る仕組みを構築し
た上で推進すべき。

賛成 賛成 賛成

新政とうかい
笹嶋 士郎 議員

　平成31年度予算は、子育
て世代が安心して子育てが出
来る予算であり評価するが、
効率化や低コストに努めてい
ない14億円1,000万円もの
（仮称）歴史と未来の交流館建
設関連予算が計上されており
認められない。

みすずの会
恵利 いつ 議員

　計画当初示された金額は
12億円、昨年6月には15億
8,900万円に、今回は建設関
連事業費として18億 2,700
万円になった。多額の税金を
投入する建物、住民への説明
が十分されないままで予算計
上を認めるわけにはいかない。

無会派
大名 美恵子 議員

　予算は全体として国の方向
に沿ったもので、村民一人ひ
とりが安心して暮らせるため
の低所得者への対応策などが
弱い。国に代わってでも住民
の命と暮らしを守ることをし
なければならないという覚悟
が求められる。

反対 反対 反対

付帯決議とは
　議会における審議の対象である議案の議決に当たって、その議案について付随的に付けられる意見又は要望の決議のこと。2019.4 第36 号3 議会だより


